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2024年度　國學院大學大学院文学研究科と南開大学外国語学院との交流記録

第10回　國學院大學・南開大学院生フォーラム
　　　　東アジア文化研究国際学術シンポジウム　報告書
日時

令和 6（2024）年 9 月15日（日）
会場

國學院大學 渋谷キャンパス	3401教室（3 号館 4 階）
	 基調講演・若手研究者学術フォーラム・分科会 1・3
	 3401教室（3 号館 4 階）　分科会 2・4
主催

國學院大學 大学院 文学研究科
南開大学 外国語学院 東アジア文化研究センター
プログラム
2024年 9月15日（日）
09:30～　開会式
・開会の辞：閻国棟教授（南開大学外国語学院院長）
・開会の辞：佐藤長門教授（國學院大學大学院委員長）
10:00～　基調講演
・10:00～10:45　南開大学外国語学院・王新新教授
　平成時代消費の表象―パロディを中心に―
・10:55～11:40　國學院大學大学院文学研究科・諸星美智直教授
　�『貴族院議事速記録』における侯爵蜂須賀茂詔議員（旧徳島藩主）の発言部分

の方言性
11:40〜　若手研究者学術フォーラム
・11:40〜12:10　國學院大學大学院文学研究科・安西晋二兼担准教授
　澁澤龍彦「護法」における典拠との距離―物化する身体と眩惑する空間―
・12:10〜12：40　南開大学外国語学院・金正琳講師
　�日本語におけるモンゴル語からの借用語について―母音の音韻的変化に着目

して
13:40〜15:45　院生学術フォーラム分科会 1



― 242 ―

東アジア文化研究　第12号

・13:40〜14:05　國學院大學大学院文学研究科　神村友大氏
　「橘嘉智子伝」にみる古代の皇后観―市を手がかりとして
・14:05〜14:30　國學院大學大学院文学研究科　松本佐和子氏
　平安期における天皇の追善供養と諸寺―七ヶ寺の記載を中心に
・14:30〜14:55　南開大学外国語学院　周維維氏
　�『今昔物語集』巻五「僧迦羅五百人商人共至羅刹国語第一」に関する一考察 

―その成立および特色について―
・14:55〜15:20　南開大学外国語学院　王婕氏
　『玄奘三蔵絵』における異国想像に関する一考察―鬼のイメージを中心に―
・15:20〜15:45　南開大学外国語学院　李曉玲氏
　頼山陽竹枝詞の特徴について―紀行竹枝の位置づけを中心に―
13:40〜15:45　院生学術フォーラム分科会 2
・13:40〜14:05　國學院大學大学院文学研究科　北村規子氏
　津波の語り―南三陸の津波石
・14:05〜14:30　國學院大學大学院文学研究科　平井優香氏
　現代の羽子板における藤娘の表象
・14:30〜14:55　南開大学外国語学院　劉嘉遠氏
　吉林省公主嶺における日本統制と植民（1905-1945）
・14:55〜15:20　南開大学外国語学院　王蕊氏
　新聞記事にみる〈太宰治〉のメディア表象―1948年情死直後を中心に―
・15:20〜15:45　南開大学外国語学院　張競文氏
　�夢野久作の小説における近代の科学言説と女性の身体―「火星の女」を中心

として
15:55〜17:35　院生学術フォーラム分科会 3
・15:55〜16:20　南開大学外国語学院　樊行雯氏
　『訓蒙図彙』における空想上の生き物―「人物編」と「畜獣編」をめぐって
・16:20〜16:45　南開大学外国語学院　梁園園氏
　里見岸雄の生命言説
・16:45〜17:10　國學院大學大学院文学研究科　藤原美樹氏
　折口信夫「まれびと」論の受容と展開
・17:10〜17:35　國學院大學大学院文学研究科　近藤貞祐氏
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　盆行事としての虫送りによる鎮魂―天竜区水窪町の念仏踊りを事例として
15:55〜17:35　院生学術フォーラム分科会 4
・15:55〜16:20　南開大学外国語学院　郭偉京氏
　�近代日本国定修身教科書における「忠君愛国」教育の変遷―楠木正成・正行を 

例として―
・16:20〜16:45　南開大学外国語学院　葛慧俊氏
　�戦時下の中国華北地域における日本語教育の一側面：北京近代科学図書館が

編纂した『日文模範教科書』の思想的側面を中心に
・16:45〜17:10　國學院大學大学院文学研究科　田村竜弥氏
　昔話と教育の関係性―群馬県伊勢崎市の語りを中心に―
・17:10〜17:35　國學院大學大学院文学研究科　
� ELALFY SALMA KHALED ABDELAZIZ TAHA氏
　ビジネス日本語教材の比較分析:共通点と相違点
17:45〜18:00　総括・閉会式
・総括：大石泰夫教授（國學院大學大学院文学研究科）
・総括：劉雨珍教授（南開大学外国語学院東アジア文化研究センター）
・閉会の辞：佐藤長門教授（國學院大學大学院委員長）
・閉会の辞：王凱副教授（南開大学外国語学院副院長）
参加者数（國學院大學）
　　9 月15日（日）　21名　（本学からの参加者のみ）
発表者数（國學院大學・南開大学）
　　9 月15日（日）   基調講演 2 名
　　　　　　　　　若手研究者学術フォーラム 2 名
　　　　　　　　　院生学術フォーラム15名（國學院大學 8 名・南開大学10名）
　　※両校の使用言語は、日本語であった。
当日の様子
 ・�今回は、大学院学生の発表時間を25分とし、分科会毎の質疑応答・討論時間を

深めることができた。
 ・�南開大学へ國學院大學の参加者が現地にて直接学術交流を図る機会となり、そ

れぞれの参加者にとって自身の研究を深める機会となった。
 ・�南開大学の劉雨珍教授は今年度も来日され、國學院大學会場にて各研究への極
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めて重要なアドバイスを頂いた。また、学術研究や南開大学と國學院大學での
つながりについて話を頂く機会となった。

 ・�本学大学院学生の発表希望者は、昨年度とほぼ等しく推移している。文学研究
科所属の大学院学生がそれぞれの研究分野から多様な研究発表の申し出を受け
付けた。

 ・�運営では昨年に引き続き文学研究科国際学術交流委員を中心に南開大学現地本
部へ國學院大學からオンライン（今回は中国側オンラインツールを使用）接続
で実施した。これは令和 5 年度まで対面と遠隔方式併用開催にて両校の技術知
見の蓄積が良好に図られていことを示している。
國學院大學参加教員
　國學院大學大学院委員長・文学研究科教授　佐藤長門
　國學院大學大学院代表幹事・文学研究科教授　石本道明
　國學院大學大学院文学研究科教授　大石泰夫
　國學院大學大学院文学研究科教授　松本久史
　國學院大學大学院文学研究科教授　飯倉義之
　國學院大學大学院文学研究科教授　伊藤龍平
　國學院大學大学院文学研究科教授　服部比呂美
　國學院大學大学院文学研究科教授　諸星美智直
　國學院大學大学院文学研究科准教授　安西晋二
　國學院大學大学院文学研究科教授　樋口秀実
　國學院大學大学院文学研究科客員教授　小川直之
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集合写真
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当日の様子

國學院大學　諸星美智直教授（基調講演：國學院大學遠隔会場）

國學院大學　安西晋二兼担准教授（若手研究者学術フォーラム：南開大学会場）

國學院大學文学研科大学院学生（南開大学会場　発表風景）
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國學院大學文学研究科　ELALFY SALMA KHALED ABDELAZIZ TAHA氏
（分科会 4：國學院大學遠隔会場）

9 月16日臨地研修（黄崖関長城）の集合写真


